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第 22 話 ワシントン会議 

世界の平和を保障する運動の一つとして軍
ぐん

備
び

縮
しゅく

少
しょう

会議がアメリカ合衆国の提議
ていぎ

で 

開かれる。 主力艦の比率
ひりつ

協定と太
たい

平
へい

洋
よう

軍
ぐん

備
び

制
せい

限
げん

協定、日英同盟の廃棄
はいき

。 

世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

の促
そく

進
しん

運
うん

動
どう

 

第一次世界大戦によって、戦争の惨禍
さんか

を飽
あ

くまでも見せつけられた列国は、いづれもその疲弊
ひへい

をいや

すために、熱
ねっ

心
しん

に戦
せん

後
ご

の経
けい

営
えい

につとめながら、同時に、一方においては、再び同じ惨
さん

禍
か

を繰
く

り返
かえ

さないよ

うにしようとの考えから、しきりに世界平和の促進
そくしん

運動
うんどう

を急
いそ

いだ。 さきにパリの講和会議で、国際聯盟

の創設
そうせつ

をみたのも、勿論
もちろん

そのあらわれの一つですが、これには、いよいよとなって肝心
かんじん

な提 唱 者
ていしょうしゃ

ウィル

ソンの国であるアメリカ合衆国が加入しなかったので、たとえば 龍
りゅう

を描
えが

いて点
てん

睛
せい

を忘
わす

れたように、初
はじ

め

からすこぶる精
せい

細
さい

を欠
か

いた 弱
じゃく

体
たい

の存
そん

在
ざい

となり、前
ぜん

途
と

に多くを期待することが出来ない頼
たよ

りなさを一般
いっぱん

に

抱
いだ

かせた。  

ただヨーロッパ方面の外
がい

交
こう

上
じょう

、商
しょう

業
ぎょう

上
じょう

の争
そう

議
ぎ

だけは、戦時中にいかにも無
む

法
ほう

に残
ざん

虐
ぎゃく

をほしいま

まにしたドイツの惨
ざん

敗
ぱい

に 乗
じょう

じて再びこれを起
た

てないようにしようとの建前
たてまえ

から、むしろ過
か

酷
こく

に失
しっ

するほ

どの負
ふ

担
たん

を講和条件としてドイツに課
か

して、ともかくも一応
いちおう

のかたをつけた。 しかし、太平洋および東

洋方面には、なおまだ紛
ふん

争
そう

の種
た

子
ね

となるべき問題が少くなかった。  

勢
いきお

い各国は 表
おもて

に平和の維
い

持
じ

を申
もう

し合
あ

わせながら、裏
うら

ではしきりに軍備
ぐんび

の充 実
じゅうじつ

をはかっていた。 従

って、国費
こくひ

はますます増大
ぞうだい

する。 国民はその負担
ふたん

の過重
かじゅう

に苦
くる

しんだ。 と同時に一方
いっぽう

ではまた、これで

はいつになっても世界の平和は保たれる筈
はず

が無
な

さそうでした。 殊
こと

にわが国と、イギリスとアメリカ合衆

国とは互いに財
ざい

力
りょく

の許
ゆる

す限
かぎ

り海
かい

軍
ぐん

の拡
かく

張
ちょう

をはかり、製
せい

艦
かん

競
きょう

争
そう

を続
つづ

けてやまないような傾向
けいこう

があった。 

軍備
ぐんび

縮 小
しゅくしょう

問題
もんだい

 

  たまたま大正 10 年の夏、アメリカ合衆国では、軍備
ぐんび

縮 小
しゅくしょう

決議
けつぎ

案
あん

が上下両院を通過
つうか

したので、大統領

ハーデングはすなわちその趣意
しゅい

に基
もと

づき、関係諸国をワシントンに招いて軍備制限
せいげん

およびこれに関係の深

い太平洋 竝
ならび

に極 東
きょくとう

に関する諸問題を解決することにした。 招かれたのは我国およびイギリス、フラン

ス、イタリアの外に、中国、ベルギー、オランダ、ポルトガルの諸国でして、我が国からは貴族院議長 徳
とく

川
がわ

家
いえ

達
たつ

、海軍大臣 加藤
かとう

友三郎
ともさぶろう

、駐米大使 幣原
しではら

喜重郎
きじゅうろう

、外務次官 埴原
はにはら

正直
まさなお

が全権
ぜんけん

委員
いいん

としてこれに参列
さんれつ

した。 

主 力
しゅりょく

艦
かん

の保有
ほゆう

比率
ひりつ

、5:5:3 

  会議は大正 10 年（西暦 1921 年）11 月 11 日（欧 州
おうしゅう

大戦
たいせん

の休 戦
きゅうせん

記念日）をもって開かれ、翌 11 年 2

月 6 日をもって閉
と

じられたが、その間に決定した事項
じこう

はいろいろあった。 まづ第一に海軍軍備
ぐんび

の制限
せいげん

で

は、各国の有
ゆう

し得
う

る主
しゅ

力
りょく

艦
かん

をイギリスとアメリカ合衆国とは同比率
どうひりつ

として、それに対して日本は 6 割、

フランス、イタリアの両国は 3 割 4分とした。 いわゆる  5 : 5 : 3 : 1.7  の比率がこれで、そしてそ
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の総屯
トン

数
すう

を英、米の両国は各 525,000 屯、日本は 315,000 屯、仏、尹の両国は各 175,000 屯を超
こ

えないこ

ととした。 且つ各国共に今後 10 年間は主力艦の建造
けんぞう

を行わない事とした。 

三笠
みかさ

艦
かん

の保存
ほぞん

 

  その結果、わが国は当時
とうじ

保有
ほゆう

している主力艦のうち、上の総屯数を超過
ちょうか

する分として 10 隻、および建
けん

造
ぞう

中
ちゅう

の 8隻
せき

を廃
はい

棄
き

しなければならなかったが、その中には、かの 日
にほん

本海
かい

海
かい

戦
せん

の時に、東
とう

郷
ごう

司令長官の座
ざ

乗
じょう

した旗艦三笠
みかさ

も含
ふく

まれていた。 そこで、これは後のことだが、わが国では、この大
たい

切
せつ

な記
き

念
ねん

艦
かん

を永
えい

久
きゅう

に保
ほ

存
ぞん

しようとする運動が起こって、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

三笠保
ほ

存
ぞん

会
かい

が組
そ

織
しき

され、英、米、仏、伊の 4国の諒 解
りょうかい

を

得て、これを横須賀
よ こ す か

に保存することにした（注：2020 年現存する）。 

太
たい

平
へい

洋
よう

の防
ぼう

備
び

制
せい

限
げん

 

  さて、話は前にかえるが、上の主力艦の制限
せいげん

にともなって太平洋の防備
ぼうび

もまた制限された。 これは、

太平洋方面に領土
りょうど

および属地
ぞくち

を有する日、英、米の 3国の協定であるが、これによって 

・ 英国は東経
とうけい

110 度以東の太平洋の領土および属地で、カナダ海岸に近接
きんせつ

する島嶼
とうしょ

、オーストラ

リアおよびニュージーランドを除くすべての土地に、 

・ アメリカ合衆国は米本国、アラスカおよびパナマ運河
うんが

地帯
ちたい

の海岸に近接する島嶼ならびにハワ

イ諸島を除くすべての土地に、 

・ 日本は千島
ちしま

諸島、小
お

笠
がさ

原
わら

諸島、奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

、 琉
りゅう

球
きゅう

諸島、台
たい

湾
わん

および澎
ほう

湖
こ

諸島に、 

要塞
ようさい

および海軍根拠地
こんきょち

をこの協定の調 印
ちょういん

当時
とうじ

現 状
げんじょう

のままにして、それ以上には施設
しせつ

しないことを約した

のです。 

  又、航
こう

空
くう

母
ぼ

艦
かん

の保有量、潜
せん

水
すい

艦
かん

および毒
どく

ガスの使用の制限
せいげん

なども 5カ国条約で定められた。 

極
きょく

東
とう

平
へい

和
わ

の問
もん

題
だい

、日
にち

英
えい

同
どう

盟
めい

の廃
はい

棄
き

 

  次に、極東平和の諸問題については、列国の利害
りがい

の焦 点
しょうてん

となっている中国の独立および領土
りょうど

保全
ほぜん

に関
かん

する 9 カ国条約、中国の関税
かんぜい

に関する 9 カ国関税条約などが締結
ていけつ

され、更に太平洋の問題については、日

本、イギリス、アメリカ合衆国、フランスの 4 国の間に新たに協約が結ばれ、各自の所有する太平洋方面

の島嶼
とうしょ

に関して、互いにその権
けん

利
り

を尊
そん

重
ちょう

することを約し、もしこれらの島嶼について紛議
ふんぎ

の生じた時に

は、共同してこれを解決することにした。 そしてこの協約の効 力
こうりょく

が発生すると共に、かねての日英同盟

は廃棄されることとなった。  

  また、わが委任
いにん

統治
とうち

の南洋諸島に関して、米国はヤップ島をわが国が監
かん

理
り

することに異
い

議
ぎ

を唱
とな

えたが、

協議の結果、監理は当然の事としてわが国に属
ぞく

し、米国は電信
でんしん

の自由
じゆう

使用権
しようけん

を得
え

る事となった。  

また、この会議中に、中国に関して、列国は租
そ

借
しゃく

地
ち

を適
てき

当
とう

な時
じ

機
き

に中国に還
かん

付
ぷ

する事を声明
せいめい

した。 

山東
さんとう

問題
もんだい

の解決
かいけつ

 

パリの講和会議以来、久しく懸案
けんあん

となっていた山東
さんとう

問題も、このワシントン会議で解決
かいけつ

された一つで
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す。 即ちわが全権委員は中国の全権委員と直接に交渉して、協定を結び、かねてドイツから継
けい

承
しょう

した膠
こう

州
しゅう

湾
わん

租
そ

借
しゃく

地
ち

を中国に還
かえ

して、青
ちん

島
たお

、斎
さい

南
なん

間の鉄道およびその支線は代
だい

償
しょう

を得
え

て中国に譲
ゆづ

り、山東地方

の鉱山は日中合弁
ごうべん

の事業とすることを約
やく

したのです。 但し、細目
さいもく

については、その後、日中両 国
りょうこく

委員

会を北京に開いて、仔細
しさい

に商議
しょうぎ

の上、大正 11 年の暮れから翌 12 年の 1 月半ばにかけて協定の全部を実行

した。 実に大正 3年 11 月にドイツ軍を下
くだ

してこれを占領してから、8年余にわたる懸
けん

案
あん

がここに円
えん

満
まん

に

解
かい

決
けつ

されたのです。 

ワシントン会
かい

議
ぎ

の裏
うら

面
めん

 

ところで、このワシントン会議は、世界平和の為にと提 唱
ていしょう

されたものでした。 しかし、果たしてそ

れがアメリカ合衆国の誠心
せいしん

誠意
せいい

から出たものであったかどうか？ 或
ある

いは大
たい

戦
せん

後の我が国が、にわかに 5

大強国から 3大強国にまで躍進
やくしん

して、なおその上にも 勢
いきお

いがさかんになりそうでしたので、早いうちにこ

れを圧迫しようとイギリスと 謀
はかりごと

を通
つう

じて我
わ

れを 欺
あざむ

いたのではなかったか？ それとも、或いは日英同

盟を廃棄
はいき

しようとしたイギリスが、これを廃棄した後の東洋方面における自国の利益
りえき

を擁護
ようご

するために、

以前からこの同盟を喜んでいないアメリカ合衆国を誘
さそ

って、相
あい

共
とも

にわが国の海軍力を充 実
じゅうじつ

させないよう

にしたのではなかろうか？ あれかこれかと 疑
うたが

う余
よ

地
ち

は十分にあったとも言われています。  

さきにパリの講和会議で、わが国が提
てい

出
しゅつ

した人
じん

種
しゅ

平
びょう

等
どう

案
あん

、即ち世界各国はいかなる人種を問わず、

すべて 平
びょう

等
どう

の取
と

り 扱
あつか

いと平等の権
けん

利
り

を受
う

けるべきものという提案を、委員の過
か

半
はん

数
すう

が賛
さん

成
せい

したにもかか

わらず、全
ぜん

員
いん

一
いっ

致
ち

でないとの理
り

由
ゆう

で委員長のウィルソンが採用
さいよう

しなかったのを見ても分
わ

かるように、かれ

らは白人
はくじん

以外
いがい

のものを自分らと全く平等なものとは考えたくないのです。  

又、欧州大戦の際には、連合国の危険
きけん

を目
め

の前
まえ

にしていたので、最も有力な頼
たの

みがいのある身方
みかた

とし

て我が国の起
た

つのを喜んだイギリスも、すでに勝ってしまって後には、わが 勢
いきお

いがますます盛
さか

んなのを見

て、却
かえ

って不
ふ

安
あん

を感
かん

じたという事もあったでしょう。 いわゆる狡
こう

兎
と

死
し

して走
そう

狗
く

煮
に

られる（訳注： 兎
うさぎ

が

死ねば、猟 犬
りょうけん

は不要
ふよう

となるから煮
に

て食
く

われるという 諺
ことわざ

）という奴
やつ

で、たしかに、いささかはその嫌
きら

い

があったのです。 

にも拘
かか

わらず、わが国は欣然
きんぜん

としてアメリカ合衆国の招
まね

きに応
おう

じ、世界の平和のためにどこまでも 協
きょう

調
ちょう

の精
せい

神
しん

を 失
うしな

わずに、幾
いく

多
た

の犠
ぎ

牲
せい

も甘
あま

んじて払
はら

ったのです。 

(  第 22 話 ワシントン会議 終わり。 次は前頁に戻り、第 23 話 大正末期の国内事情 ) 


